
主な避難海域における台風に伴う風と波の予測 

 

 

 - 130 -

   瀬戸内海 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①
②③

図 76 最大波高出現時の有義波高の分布 

図 77 風向風速，波高の経時変化 
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モデル台風 ①・・・台風が関門海峡付近を北上 (瀬戸内海が右半円) 

瀬戸内海全域が右半円に入るため，

風向は，南東→南西に変化し，風速は，

最接近から 1～2 時間して南南西風の

ころに最大に達する。波高は，南寄り

の風が長時間吹き付ける広島湾，備後

灘北部及び播磨灘北部の本州沿岸で高

くなり，陸風となる四国沿岸では高く

ならない。 

瀬戸内海に強風をもたらす3通りのモデル経路

を抽出した。また，それぞれの経路ごとに，播磨

灘北部(Ａ点)及び広島湾(Ｂ点)の風向風速と波

高の推算値の経時変化を図示している。 

①経路：海域の北方を北東進する台風〔右半円〕 

 強さ：ほぼ中程度(Ｂ) 速度：中間程度もの(Ｍ)

②経路：海域内を北東進する台風〔直上〕 

 強さ：最強(Ａ) 速度：中間程度もの(Ｍ) 

③経路：海域の南方を北東進する台風〔左半円〕 

 強さ：最強(Ａ) 速度：中間程度もの(Ｍ) 

図 74 風と波の経時変化の推定点 図 75 モデル台風の経路図 
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モデル台風 ②・・・台風が瀬戸内海中央部を北上 (燧灘・備後灘直上を通過)  

 風は，右半円の播磨灘北部では，東→南→

西に変化してかなり強く吹き，逆に，左半円

の広島湾では，東→北→西に変化するが右半

円ほど強くはない。波高は，播磨灘北部では，

南寄りの風が長時間強く吹くため，かなり高

くなり，播磨灘周辺での錨泊には注意を要す

る。また，左半円の備後灘や燧灘など四国沿

岸でも北よりの風で波高が高くなる。 

風速 

風向 

波高 

図 80 最大波高出現時の有義波高の分布 

図 78 最大波高出現時の有義波高の分布 

広島湾(Ｂ点)  

モデル台風 ③・・・台風が大阪湾を北上 (瀬戸内海が左半円) 

 瀬戸内海全域が左半円に入るため，風

向は東→北→西に変化し，台風に近い播

磨灘北部では最接近時に風向が急反転

するので注意を要する。風速は，最接近

後に風向の変化とともに最大となり，波

高は，広島湾などの本州沿岸では高くな

らないが，吹き返しの西風によって播磨

灘の淡路島側や燧灘で高くなる。 

播磨灘北部

(Ａ点)  

図 81 風向風速，波高 

    の経時変化 

図 79 風向風速，波高 
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資料及び写真提供 ： 消防庁，気象庁，海上保安庁 




